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でち見 5 れるところに必ずな管してくださし、。 
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ペットボトル（容量己00 mL 専用）を水タンクの 
かわりに使用ずる場合は、ペットボトルの中をよ 
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水タンクを使用するとをち同様に水道水を入れ 
て使用してください。（使えない水一 P .3 参照） 

























ま全上のご注意 

ご使用前によくお読みの上、必ずお守りくださし、。 


※お使いになる人や化の人々へのち害や損害を未然に防止ずるために必ずお守りくださし、。 
※本体に貼付しているごま意に関ずるシールは、はがさないでください。 

※お読みになった衡ホ、お使いになる方がいつでも見弓れるところに必ず保管してくださし、。 


ま意事頂は、誤った使いかたで生じる危害や 
損害の程度を、な下の表示で区分してし巧ず。 


A 警告 

r 巧こまたは重傷などを負ラ可能性が想定 
される」内容を示します。 


A ま意 

「傷害を負う、または物的損害のみび発生 
ずる可能性が想定される J 内容をおしまず。 


絵表示の例 


この絵表示は行為を r 禁止」する内容です。 

(分辭禁止） 

• この絵表示は行為を「強制」したり、 

「指示」したりする内容です。 

か圆旨を）を（鱗なく } 



A 警告 


0 交流100 V 1 U 外では使用しなし、。 

乂災•感電の原因。 

定格1已 AL ソ上のコンセント 
を単独で使用する。 

他の器具と併用すると、分岐コン 
セント部び異常発熱して発火す 
るおそれ。 


Q 電源コードは、破損したまま 
使用しない。また、電源コード 
を傷つけない。 

(加工する•無理に曲げる’高温 
自阳近づける•引っ張る’ねじる- 
たばねる' 重いちのを載せる' 挟 
み込むなど） 

乂災•感電の原因。 


差し込みプラグにほこりび付 
着している場合は、よくふき 
取る。 

义災の願。 




〇 差し込みプラグは根元まで 
確実に差し込む。 

感電 • シヨート • 発煙 • 発乂のおそれ。 



めれた手で、差し込みプラグ 
の抜き差しをしない。 

感電やけびをするおそれ。 


Q 電源コードや差し込みプラグび 
傷んだり、コンセントの差し込み 
がゆるいとさは使用しない。 

感電•ショート•発义の原因。 


Q 子供だけで使わせたり、幼児 
の手の届くところで使わない。 

転倒させると熱湯び出てやけど 
をしたり、けびのおそれびあるの 
で充分を意すること。 



A 警告 



蒸気孔•本体にさわったり、顔などを 



Q 


通気孔やすき間などに、ピン* 
針金など金属物（異物）を入 
れない。 

感電や異常動作 
してけびを 
するおそれ。 



Q 


不ま定な場所や、本体を傾け 
て置かない。 

転倒すると熱湯びこぼれ、やけどの原因。 
また安全装置の誤作動の原因。ちあ 
しの長い力ーペットなどの上には置か 
ないよラにすること。 



お手入れするときは、必ず差し 
込みプラグをコンセントか5抜く。 


感電やけびを 
するおそれ。 




本体を水につけたり、水を 
かけたりしない。 


ショート. 

感電の 

おそれ。 




改造はしない。 

修理技術ち外の人は分解 
したり、修理をしない。 


火災'感電•けびの原因。 

修理はお買い上げの販売店、また 
は「連絡先」に記載のタイガーお 
客様ご相談窓□までご相談ください。 


A 注意 


使用時 L ソがは差し込みプラグを 
] ンセントか!5抜く。 

けびややけど、絶縁劣化による 
感電’漏電乂災の原因。 


〇 差し込みプラグを抜くときは、 
電源コードを持たずに、必ず 
差し込みプラグを持って引を巧く。 

感電やショートして発乂するおそれ。 


Q 使用中や使用直後に本体の 
移動、持ち運びはしない。 

熱湯びこぼれ、やけどの原因。 


Q 使用中や使用直後は 
お手入れをしない。 

高温部にふれ、やけどの原因。 
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お願い 


参熱に弱いちのの上では使用しない。 

テーブ )レなどび変色 '変おするおそれ。 



参水タンク（またはペットボトル）に 
水道水かの水を入れない。 

【使えない水】 

-浄水器の水、アルカリイオンか、5ネラル 
ウォーター、并戸水、ミちれた水など 

水道水（飲料用）は、巧菌姐理びされており、 
その他の水は巧菌作用びないため、カビや 
雑菌び発生しやすい原因。 

- 温水 （40’CliLh) 、ジュースなどの飲料水、 
化ぎ薬品、芳香剤、ミ先剤を入れた水など 

本体び変おし故障の原因。 

参蒸気孔をフキンなどでふさがない。 

故障の原因。 



参片手で持ち運びしない。 

本体は両手を使って水平に持ち運ぶこと。水 
やお湯もれによる故障'やけどの原因。 


参お手入れするとさや使用後、 

蒸発皿に残った水をずてるときは、 
差し込みプラグをコンセントか日抜き、 
本体が;ちめてか日行う。 

やけどのおそれ。 


•蒸発皿のお手入れに塩素系、 

酸性タイプの洗剤は使用しない。 

洗剤か5有害ガスび発生し、健康を害ずるお 
それ。 

また、故障の原因。 



参丸洗いはしない。 

本体を丸ミホいしたり、本体内部や 
底部に水を入れたりしない。 


シヨート'感電のおそれ。 



•通気孔をふさいで使用しない。 

故障の原因。 
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末永 < ご使用いただ < ために、化ずお守り < ださい 


♦直射日光のあたるところや、 

暖房器具の近くで使用しない。 

水タンク（またはペットボトル）内の空気び膨 
張し、本体から熱湯びあふれるおそれ。また、 
プラスチック部分の変形' 変質の原因。 


参壁や家具•天井などに 
直接蒸気をあてない。 

壁'家具'天井やカーテンにシ5びついたり、 
カビの発生、変おの原因。 



•テレビ•ラジオ•コードレス電話- 
エアコン などから1 mlU 上離して置く。 

テレビ画面のチラツキや、雑音び入るなど 
電波障害の原因。 


•加湿しすざない。 

長時間連続で加湿すると、結露などで室内 
をめ6したり故障の原因。 



♦水タンク（またはペットボトル）の水は 
毎日新しい水道水と交換ずる。 

また本体内部は週2回程度 
定期的にお手入れする。 

巧れや水あかで性能びほ下したり、悪臭びす 
るおそれびあるので、こまめにお手入れをす 
ること。 


•クリーニングフイルターは 
こまめにお手入れずる。 

蒸発皿のちれび取れにくくな0、故障の原因。 
また巧れや破損びひどくなったときは交換す 
ること。 



参蒸気孔本体. 

クリーニングフィルタ ー• 

水路カバーをはずしたまま使用しなし、。 



参まおにを意。 

使用しないとさは水タンク（またはペットボトル） 
と本体から水をめくこと。凍結したまま使用す 
ると故障の原因。 

参本体をさかさにしない。 

底部び水にめれていると、底部か5水び入り、 
故障の原因。 
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^各部のなまぇとはた5き 


ン 水タンクの代わ I 
ジ） （容量已〇日 mL ! 


蒸気孔 




クリ-ニンク‘フィルタ-咐属品) 


リセットボタン- 

運転が自動停止した場 
合に、リセットするときに 
巧してください。 （ i 羊しく 
は、 P .7’8 参照） 


加湿ランプ 

運乾中は点灯します。 



水タンクのげわりにペットボトル 
己00 mL 専用）が使用でを 
ます。 （ P . 目参照） 


水タンクおよびペットボトルと 
兼用の部品です。必ず取りつけて 
使用してください。 


午 Hr トイ U 

電源スイッチ 

電源を入•切する 
ときに使います。 

電源コード 

差し込みプラグ 


蒸発皿 

ヒーターで水を加熱し、蒸気にします。 
フッ素加工が施されています。 


水路 


排水方向 

残った水をずてる 
とさは、この位置 
か！5すてて < ださい。 
( P . 10参照） 



専用キャップ 
はめ込み位置 



付属品のお認 


クリーニングフイルター （2 枚） 

蒸発皿に取りつけます。 

(1 枚は予備品でず。） 
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?加湿のしかた 


1水タンク（またはペットボトル）に 
水道水を入れる 

水は、水タンク（またはペットボトル）の半分 L ソ 
上か5満水までの間に入れまず。 

尉 参水は、必ず水道水を入れてください。 
♦お湯を入れないでください。やけ 
どや故障の原因になります。 

♦水を入れた後、専用キャップをしつ 
かりとしめ、水もれがないことを確 
認してください。 


化タンクを使用ずる場合 



専用キャップ 



ペットボトル馆■日 OOmL ) をほ用する場合 



峨尉 ♦ ペットボトルは、必ず容量百00 mL 
のものを使用してください。 


已〇 OmL よりち容量のをいものや 
少ないものを使ラと、本体やペット 
ボトルが転倒し、お湯や水が流出 
ずるおそれがあります。また、水量 
がよく見えるよう無色透明のちの 
をおすすめします。 

•市販のペットボトルには、付属の専 
用キャップを取りつけることがでさ 
ないものがありまずので、必ず確 
認をして取りつけられるちのを使 
用してください。また逆さにして水 
もれのないことを、巧分確認してく 
ださい。 

♦ペットボトルの飲料をそのまま使 
巧しないで、中をよく水洗いして必 
ず水道水を入れてください。 

♦アル S 製のボトルや変形したぺッ 
トボトルは使用しないでください。 
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2 水タンク（またはペットボトル）を 
本体にセットずる 



就♦水タンクほたはペットボトル）•蒸気 
孔本体 • 水路カバー•クリー ニン グ フィ 
ルターげ 正しく取りつけ5れている 
かを確認してください。正しく取りつ 
け日れていないと、充分な加湿がで 
きない、また、故障の原因になります。 

♦水路カバーが取りつけ!5れていな 
い状態で加湿しないでください。 
水タンクが変形するおそれがあり 
まず。 




必ず電源スイッチが「切」になってい 
ることを確認してか日、差し込みブラ 
グをコンセントに差し込んでくださし、。 


4 電源スイッチを「入」にする 

加湿ランプが点丹し、約3分後に蒸気が出はじ 
めます。 



^8^はじめてお使いになるとさに、煙が出たり、におい 
がすることがありますが、故障ではありません。ま 
た、樹脂などのにおいがすることちありますが、ご 
使用ととちにがなくなります。 

^部屋の温度•湿度よっては、蒸気が見ス1しくい 
場をがあります。 

4 - g ). 水タンク（またはペットボトル）に水が入っ 
ミぶす，；た状態で電源スイッチを「切」にした後、再 
• 度加湿する場台は、電源スイッチを「入」に 
すると加湿が開始されます。 


反ンク（またはペットボトル）の水びなくなつた6… 


水タンク（またはペットボトル）の水びなくなると、 
自動的に運転を停止し、加湿ランプが消なします。 
続けて使用ずる場台は、下記の手順で行って < ださし、。 

※続けて使用ずる場合、電源スイッチは「入」のままにしておいてく 
ださい。 


加湿 

0 - 


r ^ lT つ運転が停止する直前に「カチッ」と音びしますび、異常ではありません。 

'v _ 


〇運転停止後、 約已分な上経過してから、 水タンク(またはペットボトル) 
に水道水を入れ、本体にセットする。 （ P . 巨’7参照） 

©リセットボタンを巧す。 

「カチッ J と音びして加湿ランプび点打し、加湿が開始されまず。 
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巧い終わった目 


^ ♦水タンク（またはペットボトル）の水は、毎日新しい水道水と交換してくださし1。また、蒸発皿* 
本体内側に残った水は、毎日すててください。変色やにおいの原因になります。 
♦ペットボトルを使巧した場台で、使わなくなったペットボトルをすてるときは、リサイクルできる 
ようにずててください。また、すてるときに あやまって専用キャップちすててしまわないよラに 
充分ご注意ください。 


1 電源スイッチを「切」にずる 



2 差し込みプラグを巧く 



3 本体がさめた後、水タンク 
(またはペットボト J レ）をはずず 

水タンク 



4 蒸気孔本体. 

クリーニングフイルターを はずす 


f 



5 水路カバーをはずす 



G 蒸発皿•本体内側に残った 
水をずてる 



7 水路カバ-をつける 

水路カバ’一のツメを、本化の=ゾにはめ込みます。 



8 クリ—ニングフィルター 
蒸気孔本体をつける 



保尚•蒸気孔本体は、確実に取りつけてく 
ださい。 

•クリーニングフィルターには、白い 
粉（水道水の S ネラル分）や水あか 
などを吸着させて、靈発皿に付着す 
るミちれを少なくする働さがあります。 
クリーニングフィルターは、必ず取 
りつけてご使用ください。また、こ 
まめにお手入れしてください。そラ 
しない場合、蒸発皿の';ちれが取れに 
くくなり、故障の原因になります。 


8 水タンク（またはペットボトル) 
をセットずる （ Pi 7 参照） 
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^ お手入れのしかた 


A :壬ち電源スイッチを r 切」にして、差し込みプラグを巧く。 

に t 本体がをめて、本体内側の水をずててからお手入れずる。 


亂こ清潔に保ち、性能ほ下•悪臭を防止ずるためにこまめにお手入れすることをおずすめします。 

水タンク（またはペットボトル）の水は、毎日新しい水道水と交換してください。本体内側に残った水 
は毎日すててください。また、本体内側は、週2回程度定期的にお手入れしてください。 


各 部 


水タンク 
ほたはペットボトル) 



お手入れのしかた 



週！〜2回程度、水タンク（またはペットボトル）に水を入 
れ、巧分にすずざ洗いをずる。 

水タンクは、必ず水で洗ってください。お湯で洗ラと、変形 
ずるおそれびあ0ます。 


クリーニング週2回程度、 7 j < 道水で手もみミホいずる。 
フイルター 


蒸気孔本体 水路カバー月2回程度、水でスポンジを使って洗い、乾いた巧でふく。 



専巧キャップ 




悚尉専用キャップのパッキンがはずれ 
たときは、パッキンを確実に取り 
つけてください。 



本体 


本体内側 



♦本体州 IIJ •内側は、よくしぼった 
フキンで巧れをふさ取る。 

•水路は、割りばしなどに巧をま 
きつけてちれをふき取る。 

•蒸発皿は、週2回程度、よくしぼっ 
たフキンでちれをふき取る。 

蒸発皿 



♦本体の丸洗いはしないでください。本体内部に水が入り、 
故障の原因になります。 

♦蒸発皿はこまめにお手入れしてくださし V フッ素加工さ 
れていますが、長期間お手入れしないと、汚れがこびり 
ついて落ちにくくなります。 
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悚就♦本做ま、水につけたり、水をかけたりしないでください。シヨート•感電のおそれがありまず。 

♦洗剤•シンナー•クレンザー•金属たわし•化学ぞうきん•ナイ□ンたねし•漂白剤などは使わな 
いでください。 

♦食器巧い乾燥機•食器乾燥器に入れて乾燥させないでください。変形の原因になります。 

♦お手入れ後は、各部品を必ずもとの位置に取りつけてください。正しく取りつけ5れていない 
と故障の原因になります。 


_ 長期聞ご使用にな6ないとまは… 


お手入れ後、を部についた水を乾いた巧でふき、日陰で自然乾燥してください。（特に 
本体内側•クリーニングフィルターは巧分に） 

クリー ニン グフィルターは、本体から取りはずしてください。 

保管するときは、ポリ袋などで密封し、湿気の少ないところでな管してください。 


喊尉♦湿ったままな管しないでください。カビの発生する原因になります。 

♦数日間使用しないときは、水タンクほたはペットボトル）•票発皿•本体内側に残った水をすて 
ておいて<ださい。 


6消耗部品の取り替えについて 

クリーニングフイルターは消耗部品でず。ご使用にともない傷ん 
でをまず。ミちれや破損びひどくなったときは交換してください。 
廃棄ずるときは、不燃物ゴミとしてずててください。 


クリーニングフィルターは、お求めのタイガー製品販売店またはタイガーお客様ご相談窓口（連絡先一 P . 14 
参照）で、部品番号 ASR 1002とご指定の上、お問い合せください。 



樹脂成形品について 

※熱や蒸気にふれる成形品は、ご使用にともない傷んでくる場合があります。「連絡先」に記載のタイガー 
お客様ご相談窓口、またはお買い上げの販売店にご相談ください。 
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7 巧障かな？と思った 5 _ 

修理を依巧ずる前に、巧の点をお調べください。 

下記の点検•処置をしても改善されないときは、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 


A 胃^修理技術ちじ(がの人は、分解したり修理をしない。 


こんなとさは1 

► ここを確1 なして 1 

► こう処置してください 


電源スイッチを 
「入」にしても 
運乾しない 

差し込みプラグが抜けていませんか。 

差し込みプラグをコンセントに確実に差 
し込んでください。 

1.7 

水タンク(またはペットボトル)びカラになっ 
て、自動的に運転び停止していませんか。 

水タンク（またはペットボトル）に給水し、本体 
にセットした後、リセットボタン封甲してください。 

8 

リセットボタンを 
巧しても加湿しない 

水タンク（またはペットボトル）の水 
びなくなって自動的に運転び停止し 
た媛、約已分拟上経過していますか。 

運転停止後、約日分し: i 上経過してから、水夕 
ンク(またはペットボトル)に給水し、本体にセッ 
卜した媛、 U セットボタンを押してくださし、。 

8 

蒸気が 

出ない 

水タンク(またはペットボトル)がカラになっ 
て、自動的に運転び停止していませんか。 

水タンク（またはペットボトル）に給水し、本体 
にセットした後 J 」 セットボタンを押してください。 

8 

蒸気孔本体び、本体に確実に取りつ 
けられていますか。 

蒸気孔本体を、本体に確実に取0つけて 
くださし、。 

10 

湿度が上が5ない、 
またはかび減5ない 

部屋が広ずぎませんか。 

適用床面積の範囲でお使いください。 

14 

換気をしていませんか。 

窓•戸を閉めてお使い < ださい。 

- 

においが出る 

本体内側が汚れていませんか。 

本体内側のお手入れをしてください。 

11*12 

水タンク（またはペットボトル）•本 
体内側の水を放置したままになっ 
ていませんか。 

水タンク（またはペットボトル）の水は毎日 
新しい水道水と交換してください。また、本 
体内側に残った水は毎曰すててください。 

9 〜 11 

水ちれする 

専用キャップを、しっかりしめていま 
ずか。 

専用キャップを、しっかりしめて水タンク（また 
はペットボトル)を本体に取りつけてください。 

6 

蒸気孔本体げ、本体に確実に取りつ 
けられていますか。 

蒸気孔本体を、本体に確実に取0つけて 
ください。 

10 

片手で持ち運びしていませんか。 

本体は両手を使って水平に持ち運んで 
<ださい。 

3 

蒸発皿- 
本体内側に 
異物びたまる 

クリーこングフィルターを蒸発皿に 
セットしていますか。 

必ずクリーニングフイ J レターを蒸発皿にセッ 
卜して使用してください。 

5.10 

蒸発皿-本体の側を定期的にお手入 
れしていますか。 

こまめにお手入れしてください。 

11.12 

水道水总がの水を水タンク（またはぺッ 
トボトル）に入れて運転していませんか。 

必ず水道水を使ってください。 

6 

プラスチック部分に 
級げや波状の®斤がちる 

これは樹脂成形時に発生する線状や波状の跡です。使巧上の品質に支障はあ 
0ません。 

- 


13 


仕様 


電源 

1 OOV 已 0- 已 OHz 

消費電力 

SOW 

加湿能力（約） 

80 mL/h 

水タンク（またはペットボトル）容量（約） 

己00 mL 

連続加湿時間〈最長> (約） 

已時間（水量:満水、水温•室温:吕〇で、電圧:交流10 OV の場合） 

適用な面積（目安）（使巧状況、環境により異なります） 

木造和室:1 .8 m 、 プレ A ブ洋室: 3 m 

外お寸法（約）幅 X 奥行 X 高さ 

9.5 x 2 吕 XI 4■色 cm 

質量（約）（電源コードを含む） 

已80呂 





































